
普及活動

(1)公 開 講 演 会
調査研究の結果を一般に公表する一端として毎年春と秋に行っており、最近の講演は次
のとおりである。

(2)現 地 説 明 会
発掘調査を行った現地を一般に公開し、調査研究の成果を公表している。

(3)干吐行 物
イ、学 報

第 1冊 仏師運慶の研究
第 2冊 修学院離宮の復原的研究
第 3冊 文化史論叢
第 4冊 奈良時代僧房の研究
第 5冊 飛鳥寺発掘調査報告
第 6冊 中世庭園文化史
第 7冊 興福寺食堂発掘調査報告
第 8冊 文化史論叢Ⅱ
第 9冊 川I原寺発掘調査報告
第10冊 平城宮跡・伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査報
第11冊 院家建築の研究
第12冊 巧匠安阿弥陀仏快慶
第13冊 寝殿造系庭園の立地的考察
第14冊 唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利塔」
に関する研究

第15冊 平城宮発掘調査報告 I
第16冊 平城宮発掘調査報告皿

第17冊 平城宮発掘調査報告Ⅳ
第18冊 オヽ堀遠州の作事

9671第 19冊 藤原氏の氏寺とその院家

講演回数 演 題 講演回数 演 題

第49回

(565,30)

第50回

(56.117)

近世大和における町人地の形成課程
いわゆる忍冬唐草紋について一法隆
寺式軒平瓦の紋様を中心として一

古代造瓦技術に関する一考察
古代の建造物修造技法

第51回

(57529)

第52回

(57■ 2の

藤原宮その後
―廃都後の土地再開発について一

飛鳥石神遺跡の発掘調査

伝統的町並の再生

奈良三彩の造形意匠について

説  朔  銭
年 月 日 発 掘 調 査 場 所

説 明 会
年 月 日 発 掘 調 査 場 所

56 6. 6

8.8
8.22

9.26

1017

1114
1128
57. 2.20

平城宮跡第 129次

藤原宮跡第 34次
平城宮跡第 132次

桧隈寺講堂跡
大官大寺第 8次
石神遺跡・水落遺跡

平城宮跡第 133次

水落遺跡

57. 3.20

619
6.26

10.30

11 27

12.18

58 3 5

平城宮跡第 136次

石神遺跡

平城宮跡第 139次

山田寺跡
桧隈寺跡

平城宮跡第 140次

平城宮跡第 146次

第21冊 研究論集 1

第22冊 研究論集Ⅱ

第23冊 平城宮発掘調査報告Ⅵ

第24冊 高山一町並調査報告一

第25冊 平城京左京三条二坊

第26冊 平城宮発掘調査報告Ⅶ

第27冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告 1

第28冊 研究論集皿

第29冊 木曽奈良井一町並調査報告―

第30冊 五条一町並調査の記録一

第31冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告二

第32冊 研究論集Ⅳ
第33冊 イタリア中部の一山岳集落における

民家調査報告
第34冊 平城宮発掘調査報告Ⅸ
第35冊 研究論集V
第36冊 平城宮整備調査報告 二

第37冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告皿

第38冊 研究論集Ⅵ
第39冊 平城宮発掘調査報告X
第40冊 平城宮発掘調査報告�9691第20冊 名物裂の成立
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日、 史  料

年度 名 称 年度 名 称

‐９５４
‐９５５
‐９６３
‐９６４
・９６６
‐９６７
‐９６９
‐９７０
Ｍ
　
‐９７５
‐９７６

第 1冊 南無阿弥陀仏作善集 (複製)
第 2冊 西大寺叡尊伝記集成

第 3冊 仁和寺史料 寺誌編一
第 4冊 俊乗坊重源史料集成

第 5冊 平城宮木簡一 図版
第 6冊 仁和寺史料 寺誌編二
第 7冊 平城宮木簡一 解説 Cl冊 )
第 7冊 唐招提寺史料一

第 8冊 平城宮木簡二 図版・解説
第 9冊 日本美術院彫刻等修理記録 I

第10冊 日本美術院彫刻等修理記録エ

第■冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

1980

1981

‐９７７

　

　

‐９７８

　

‐９７９

第12冊 藤原宮木簡一 図版・解説
第13冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

第14冊 日本美術院彫刻等修理記録V
第15冊 東大寺文書目録第一巻
第16冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第17冊 平城宮木簡三 図版・解説
第18冊 藤原宮木簡二 図版・解説
第19冊 東大寺文書目録第二巻
第20冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第21冊 東大寺文書目録第二巻
第22冊 七大寺巡礼私記
第23冊 東大寺文書目録第四巻

ハ、飛鳥資料館区録 二 基 準 資 料

年度 名 称 年度 名 称

1979

1980

1981

1982

７６

　

　

７７

７８

第 1冊 飛鳥白鳳の在銘金銅仏

第 2冊 飛鳥白鳳の在銘金銅仏 銘文篇
第 3冊 日本古代の墓誌
第4冊 日本古代の墓誌 銘文篇
第 5冊 古代の誕生仏
第 6冊 飛鳥時代の古墳―高松塚とその周辺―

第 7冊 日本古代のJFR尾
第 8冊 山田寺展
第 9冊 高松塚拾年

‐９７３

‐９７４

‐９７５

‐９７６

‐９７７

‐９７８

‐９７９

‐９８０

鰯
端

第 1冊 瓦編 1
第 2冊 瓦編 2
第 3冊 瓦編 3
第 4冊 瓦編 4
第 5冊 瓦編 5
第 6冊 瓦編 6
第 7冊 瓦編 7
第 8冊 瓦編 8

ホ、地  図  (大悌尺図、縮尺 1:1,000、 航空写真より図化)

区   分 図化面数 図 地 域

平

城

京

地

域

押熊、桑原、中山、外山、盾列、渋谷、赤井谷、秋篠寺、山陵、西畑、歌姫、コ

ナベ、ウワナベ、黒髪山、野神、西大寺、平城宮l―l日、法華寺、不退寺、佐保、法蓮、

東大寺9日、宝来、菅原、尼ケ辻、北新、田村、蔵ノ町、三条、興福寺、春国
野、平松、唐招提寺、六条、柏木、八島田、大安寺田l_l、 京終、元興寺、紀寺、大池、

薬師寺、西ノ京、杏、八条、神殿、肘塚、大職冠、西市、観音寺、羅城P日、西

九条、東九条、北永井、登坂、野垣内、下三橋、上三橋、北ノ庄、今市、帯解

下
ツ
道
地
域

大師、若槻、美濃庄、井戸野、池田、蔵之庄、番条、中城、発志R馬 司、伊
豆七条、南八条、中、宮堂、三階堂、西嘉幡、嘉幡、庵治、溝幡、石見、唐古、
八尾、鍵、田原本、阪手、秦ノ庄、南阪手、多、笠縫、新口、西垣内、額田部、
額田部北方、窪垣内、穴闇、長楽、保田、唐院、沢、大野、小柳、大場、乙木
l―l日、佐保庄、竹之内

飛
鳥
藤
原
地
域

耳成山、西之宮、今井日日、小房、鴨公、高殿北部、膳夫、木殿、飛騨、高殿、

香久山、池尻、久米寺、丈六、田中、雷、奥山、山田寺、鳥屋、益田池、見瀬、

和田、豊浦、飛鳥寺、八釣、越、野口、立部、橘寺、岡寺l―ll_l、 ′真弓、桧前、

上平田、祝戸、坂田、観覚寺、栗原、大根田、東常門

計

その他、編集図 (縮尺 1:2,ooo)

平城宮跡、藤原宮跡、藤原京回 lpl、五条野、飛鳥、若槻荘、池田荘、小東荘、乙木荘
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へ、年 報

1958～ 1982毎年 1冊

蔵書及び資料

卜、埋蔵文化財ニュース

1975～ 1982毎年数冊 計宝冊計25冊

66,836冊 (昭和57年度末現在 )

243,358点 (昭和57年度末現在 )

豊
ロ

資

区 分 種 購 入 寄 贈 計

57年 度
圭
口　
垂
ロ

漢和

洋

４

　

７

８

　

８

０ ０

　

４

つ
々
　

力
■

９

　

４

累  計
圭
口　
圭
日

漢和

洋

33,385

3,862

９

　

６

８ ７

　

９

３

　

４

２

　

４

区  分 キヤビネ スライ ト ライカー ブロー
マイクロ

フイルム
そ の 他 計

57年 度 3,779 5,293 3,376 2,365 36 14,871

累  計 83,884 67,635 51、 167 31,248 1,808 7,616 243,358

第二書庫 地図、実測図、拓本、航空写真ロールネガ
などを保管
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